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北の大地を育んだ川との共生 治水と利水の技術史Ⅰ
～ 石狩川治水史と これからの治水への新たな取組 ～～ 石狩川治水史と これからの治水への新たな取組 ～～ 石狩川治水史と これからの治水への新たな取組 ～
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お申し込み期限は 6月 25日金曜日までとさせていただきます。

　明治以降、北海道開拓を目指して入植した多くの人々は、度重なる水害に見舞われつつも治水技術による
安全な居住地の確保と土地の改良を図り、いまや全国トップクラスの農畜産物生産量を誇る北海道の基盤を
培ってきました。この発展を支えた治水技術の歴史的変遷について石狩川を事例として学びます。
　一方、近年、地球規模の気候温暖化の影響とみられる異常な風水害よる被害が相次ぎ、将来の気候変動に
向けた新たな治水対策への取組みが進んでおり、その現状についても学びます。また、現在の豊かさの背景
にある近代的治水技術を担った先駆的技術者の思想・功績と共に北海道に広く先住した先史の人々の自然と
の共生・関わりを今一度振り返り、北海道の未来に向けた持続的発展性を考える礎にしたいと思います。

　明治2年、新政府はロシアの南下を防ぎ、国家の利益を得ることを目的として北海道の開拓を決定
しました。その中心舞台となったのは石狩平野でした。広大な泥炭性湿原でしたが多くの開拓民が入植
しました。そこを襲ったのが大規模な洪水でした。本講演では、石狩平野で繰り広げられた先達の
110年間の洪水と治水の戦いの歴史を追いながら、流域発展の経過を確かめ、さらに近年の気候の激
甚化に立ち向かう次世代の治水について紹介します。

講演会の主旨・概要

基調講演 : 「石狩川治水110年と今後の方向」

　ケプロン提言による北海道開発は、技術史的には植民地開発型技術の展開として、輸送体系の拡充史
と従事した海外技術導入の土木人脈形成で見ることが重要である。開拓中心地札幌の基盤形成の明治前
本州土木技術導入での大友亀太郎、札幌農学校２期生で西欧留学帰国後教官で西洋運河技術導入発展の
広井勇、後継者岡崎文吉、北海道帝国大学（現 北海道大学）土木工学科の系譜で見る。岡崎は札幌石
狩長沼運河、石狩川改修舟運体系構築を手掛け、以後の鉄道輸送時代の基礎形成を行なった。この発展
史を岡崎の生涯思想で寸描し、今日的意義を述べる。

講演1 : 「石狩川治水と岡崎文吉」

　近年、気候変動の影響とみられる豪雨災害が深刻化している。北海道も例外ではなく、2016年 8
月の台風被害は、今後の河川整備と地域の安全のあり方に大きな課題を突き付けた。明治以来進められ
てきたハード整備中心の近代治水の在り方が、地球規模の水災害の激甚化により、転換期を迎えている。
講演では気候変動によりどのような被害が想定され、それに対する方策（気候変動適応策と称する）に
何が考えられるかを紹介する。

講演2 : 「気候変動への適応を目指した新たな治水対策」～北海道の先進的取り組みについて～

　縄文文化は、狩猟・漁労・採集で定住生活を行い、自然と調和・共生し、土器や土偶にみられる豊か
な精神世界を伴い、日本列島で1万年以上も続いた、世界に類のないもの。環状列石などの「大規模
記念物」には、「腹の足しより、心の足し」、つまり、祖先や子孫との絆を大事にする縄文人の心が反映。
人が作り出す様々なハードには限界がある。それを補うのがソフトの世界。未来のため、我々は縄文の
心に学ぶこともあるのではないだろうか。

講演3 : 「北の縄文世界と大規模記念物」

※ お知らせ : 本講演会に引き続き、次回202２年（令和４年）予定の講演会では、利水の視点からみた「技術史 - Ⅱ」
を開催予定です。

北の大地を育んだ川との共生 治水と利水の技術史 Ⅰ
～ 石狩川治水史と これからの治水への新たな取組 ～


